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です。

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！

大野さん（集落支援員） 加藤さん（地域おこし協力隊）吉村さん（地域おこし協力隊）

地域おこし協力隊・集落支援員　活動れぽーと vol.5

　南小国町にてハンバーグの料理教室を行い
ました。高森町のツルノコイモなども取り入
れたバランスのとれたメニュー作りに大変満
足していただきました。

　4 月 14 日 ( 土）・15 日（日）阿蘇フォー
クスクールにて開催の春のアート & クラフ
トフェアにて、南郷檜の木工商品の販売と、
南郷檜の木工体験イベントを実施します。ぜ
ひ、皆さんの
お越しをお待
ちしておりま
す！

　2 月 25 日（日）阿蘇ジオパークブランド
の認定品を開発・販売している企業への取り
組みをヒアリングするという目的で、島原半
島ジオパークのスタッフと島原農業高等学校
の 学 生 さ ん 5 名
が TAKAraMORI
と Water Forest
に視察に来てくだ
さいました。

　

３
月
３
日
（
土
）、
天
草
市
牛
深

町
で
牛
深
小・牛
深
東
小
学
校
と
「
横

軸
連
携
交
流
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
体
育

館
で
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
変
更

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
は
本
渡
に
場
所
を
移
し
「
第
１

回
天
草
・
高
森
横
軸
連
携
記
念
ワ
ン

デ
ー
カ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
天
草
市

近
郊
の
４
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し

た
。
６
年
生
は
卒
業
前
の
最
後
の
大

会
で
し
た
が
、見
事
、初
代
優
勝
チ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
（
金
）
に
、
幼
児
・
児

童
体
育
教
室
の
３
年
生
の
卒
業
式
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
卒
業
生
は
、

４
人
。
年
中
の
頃
か
ら
教
室
に
参
加

し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。
跳
び
箱

を
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
縄
跳

び
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
他
の
子
ど
も
た
ち
の
お

手
本
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
年
生
か
ら
は
部
活
が
始
ま
り
ま

す
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

体
育
教
室
で
は
、
５
月
か
ら
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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南阿蘇鉄道職員募集！
　

問 南阿蘇鉄道株式会社
　 熊本県阿蘇郡高森町大字高森１５３７−２
　 担当者：総務課　中川・志賀
　 ☎０９６７－６２－１２１９（TEL)
　 　０９６７－６２－０４３３（FAX)
　 ホームページ
　 http://www.mt-torokko.com/

　南阿蘇鉄道では、運転士 2 名と鉄道施設
管理者 1 名を募集しています。

【業務内容】
運転士
列車の運転業務
鉄道施設管理者
鉄道施設（線路・信号・遮断機・ホーム）　
の維持管理業務

【応募期間】

４月20日（金）まで
※募集人数に達した時点で終了します。

　詳細は南阿蘇鉄道ホームページをご覧い
ただくか電話でお問い合わせください。

南阿蘇鉄道
全線復旧へ記念すべき第一歩！

　３月３日（土）、南阿蘇村立野地区の犀角山トンネ
ル入口前平場にて、南阿蘇鉄道災害復旧工事の安全祈
願祭ならびに着工式が開催されました。当日は、関係
者約１００人の出席があり、工事の安全を祈願する神
事や着工式での鍬入れ、アトラクションとして阿蘇五
岳太鼓による演奏が行われました。式の挨拶では、南
阿蘇鉄道代表取締役社長の草村町長より「単なる復旧
ではなく、地域住民の利便性を更に高め、インバウン
ドを含めた観光客の呼び込みに寄与できる鉄道にした
い」と挨拶がありました。

今回の犀角山トンネル工事着工を皮切りに、１日
も早い南阿蘇鉄道の全線復旧に向け、段階的に復旧工
事を進めていくことになります。
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